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がくいんふくいんか
１か

　　　　　　



ダビデの幼 (おさな)い時 (じ)代 (だい)







Ⅰサム16:1～13　サムエルは油 (あぶら)の角 (つの)を取 (と)り、兄弟 (きょうだい)たちの真 (ま)ん中 (なか)で彼 (かれ)に油 (あぶら)をそそいだ。主 (しゅ)の霊 (れい)がその日 (ひ)以 (い)来 (らい)、ダビデの上 (うえ)に激 (はげ)しく下 (くだ)った。サムエルは立 (た)ち上 (あ)がってラマへ帰 (かえ)った。（13）

1.ダビデは幼 (おさな)いときから整 (ととの)えていたことがありました（詩78:70～72）
1）霊性 (れいせい)と知 (ち)性 (せい)です　
2）信仰 (しんこう)と技 (ぎ)能 (のう)です　
3）詩 (し)（みことば）、賛 (さん)美 (び)を作 (つく)る技 (ぎ)能 (のう)です

2.神様 (かみさま)がダビデを選 (えら)ばれました（Ⅰサム16:1～13）
1）神様 (かみさま)はダビデが羊飼 (ひつじか)いであったときに選 (えら)ばれました
2）神様 (かみさま)はサムエルを通 (とお)して、ダビデに王 (おう)（タラント）になると知 (し)らせてくださいました
3）油 (あぶら)を注 (そそ)がれたその日以来、主 (しゅ)の霊 (れい)がダビデの上に激 (はげ)しく下 (くだ)りました

3.ダビデがサウル王 (おう)と会 (あ)いました（Ⅰサム16:23）
1）王宮 (おうきゅう)の演奏者 (えんそうしゃ)としてサウル王 (おう)の前 (まえ)でを弾 (ひ)きました
2）ダビデが立琴 (たてごと)を弾 (ひ)くと、サウル王 (おう)についていた悪霊 (あくれい)が離 (はな)れました
























[image: ]聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です



れいはい



聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　　献金 (けんきん)　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



　　　　　　　タイトル

　　　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)














今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
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がくいんふくいんか
２か

　　　　　　



ダビデの青少年 (せいしょうねん)時代 (じだい)








Ⅰサム17:1～47　ダビデはペリシテ人 (じん)に言 (い)った。「おまえは、剣 (けん)と、槍 (やり)と、投 (な)げ槍 (やり)を持 (も)って、私 (わたし)に向 (む)かって来 (く)るが、私 (わたし)は、おまえがなぶったイスラエルの戦陣 (せんじん)の神 (かみ)、万軍 (ばんぐん)の主 (しゅ)の御名 (みな)によって、おまえに立 (た)ち向 (む)かうのだ。きょう、主 (しゅ)はおまえを私 (わたし)の手 (て)に渡 (わた)される。私 (わたし)はおまえを打 (う)って、おまえの頭 (あたま)を胴体 (どうたい)から離 (はな)し、きょう、ペリシテ人 (じん)の陣営 (じんえい)のしかばねを、空 (そら)の鳥 (とり)、地 (ち)の獣 (けもの)に与 (あた)える。すべての国 (くに)は、イスラエルに神 (かみ)がおられることを知 (し)るであろう。この全集団 (ぜんしゅうだん)も、主 (しゅ)が剣 (けん)や槍 (やり)を使 (つか)わずに救 (すく)うことを知 (し)るであろう。この戦 (たたか)いは主 (しゅ)の戦 (たたか)いだ。主 (しゅ)はおまえたちをわれわれの手 (て)に渡 (わた)される。」 （45～47）

1.ダビデは霊的 (れいてき)サミットとして準備 (じゅんび)されました
1）ダビデに主 (しゅ)の霊 (れい)が激 (はげ)しく下 (くだ)るようになりました（Ⅰサム16:13）
2）ダビデは悪霊 (あくれい)が離 (はな)れて行 (い)くほど、聖霊 (せいれい)に満 (み)たされました（Ⅰサム16:23）
3）ダビデは父親 (ちちおや)のお使 (つか)いをしに行 (い)きました（Ⅰサム17:18）

2.ダビデとゴリヤテの対決 (たいけつ)がありました
1）ダビデは理 (り)由 (ゆう)を持 (も)って大胆 (だいたん)に出 (で)て行 (い)きました。しかし、兄 (あに)たちは高慢 (こうまん)だと言 (い)いました
（Ⅰサム17:28～29）
2）ダビデがサウル王 (おう)の前 (まえ)で、神様 (かみさま)が導 (みちび)かれることを信仰 (しんこう)によって告白 (こくはく)しました
（Ⅰサム17:35～37）
3）ダビデはゴリヤテと戦 (たたか)って勝 (か)ちました（Ⅰサム17:45～49）

3.ダビデは謙遜 (けんそん)に告白 (こくはく)しました
1）サウル王 (おう)はダビデを覚 (おぼ)えていなかったので、質問 (しつもん)しました（Ⅰサム17:55～56）
2）ダビデは分 (ぶん)は「あなたのしもべ、ベツレヘム人 (じん)エッサイの子 (こ)です」と答 (こた)えました
（Ⅰサム17:57～58）
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れいはい
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です




　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　　献金 (けんきん)　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



　　　　　　　タイトル

　　　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)














今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)

聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
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ダビデの青年 (せいねん)時代 (じだい)







詩14:1　愚 (おろ)か者 (もの)は心 (こころ)の中 (なか)で、「神 (かみ)はいない」と言 (い)っている。彼 (かれ)らは腐 (くさ)っており、忌 (い)まわしい事 (こと)を行 (おこ)なっている。善 (ぜん)を行 (おこ)なう者 (もの)はいない。

1.サウル王 (おう)の状態 (じょうたい)は深刻 (しんこく)でした
1）サウル王 (おう)は民 (たみ)がダビデについて語 (かた)る言 (こと)葉 (ば)を聞 (き)いてねたみました（Ⅰサム18:6～8）
2）その日 (ひ)以 (い)来 (らい)、サウル王 (おう)はダビデを疑 (うたが)いの目 (め)で見 (み)るようになりました（Ⅰサム18:9）
3）サウル王 (おう)は悪霊 (あくれい)につかれて、琴 (こと)をひいていたダビデを殺 (ころ)そうとしました（Ⅰサム18:10）

2.ダビデは死 (し)の危機 (きき)に会 (あ)いました
1）ダビデはサウル王 (おう)が投 (な)げた槍 (やり)を二 (に)回 (かい)も避 (さ)けました（Ⅰサム18:10）
2）サウル王 (おう)はダビデを殺 (ころ)すために戦場 (せんじょう)に送 (おく)りました（Ⅰサム18:23～29）
3）サウル王 (おう)は主 (しゅ)がダビデとともにおられることを見 (み)て恐 (おそ)れ、いつまでも、ダビデの敵 (てき)になりました
（Ⅰサム18:28～30）
4）サウル王 (おう)はダビデに暗殺者 (あんさつしゃ)を送 (おく)りました（Ⅰサム19:12～21）
5）ダビデはサウル王 (おう)から逃 (に)げてガテ地 (ち)域 (いき)に身 (み)を隠 (かく)しました（Ⅰサム21:10～15）
6）ダビデはサウル王 (おう)から逃 (に)げてエン・ゲディの洞窟 (どうくつ)に行 (い)きました（Ⅰサム23:1～29）
7）ダビデはサウル王 (おう)から逃 (に)げてハキラの丘 (おか)に隠 (かく)れました（Ⅰサム26:1～28）

3.死 (し)の危機 (きき)の前 (まえ)でもダビデは神様 (かみさま)をほめたたえて告白 (こくはく)しました
1）愚 (おろ)か者 (もの)は心 (こころ)の中 (なか)で、「神 (かみ)はいない」と言 (い)っている。（詩14:1）
2）ダビデは「主 (しゅ)は私 (わたし)の羊飼 (ひつじか)い、私 (わたし)を導 (みちび)かれる」と告白 (こくはく)しました。（詩23:1～6）
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れいはい
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です





聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　　献金 (けんきん)　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



　　　　　　　タイトル

　　　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
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ダビデの王 (おう)時代 (じだい)








Ⅰ歴29:10～14　ダビデは全集団 (ぜんしゅうだん)の目 (め)の前 (まえ)で主 (しゅ)をほめたたえた。ダビデは言 (い)った。「私 (わたし)たちの父 (ちち)イスラエルの神 (かみ)、主 (しゅ)よ。あなたはとこしえからとこしえまでほむべきかな。主 (しゅ)よ。偉 (い)大 (だい)さと力 (ちから)と栄 (さか)えと栄光 (えいこう)と尊厳 (そんげん)とはあなたのものです。天 (てん)にあるもの地 (ち)にあるものはみなそうです。主 (しゅ)よ。王国 (おうこく)もあなたのものです。あなたはすべてのものの上 (うえ)に、かしらとしてあがむべき方 (かた)です。富 (とみ)と誉 (ほま)れは御 (み)前 (まえ)から出 (で)ます。あなたはすべてのものの支 (し)配者 (はいしゃ)であられ、御手 (みて)には勢 (いきお)いと力 (ちから)があり、あなたの御手 (みて)によって、すべてが偉 (い)大 (だい)にされ、力 (ちから)づけられるのです。今 (いま)、私 (わたし)たちの神 (かみ)、私 (わたし)たちはあなたに感謝 (かんしゃ)し、あなたの栄 (さか)えに満 (み)ちた御名 (みな)をほめたたえます。まことに、私 (わたし)は何者 (なにもの)なのでしょう。私 (わたし)の民 (たみ)は何者 (なにもの)なのでしょう。このようにみずから進 (すす)んでささげる力 (ちから)を保 (たも)っていたとしても。すべてはあなたから出 (で)たのであり、私 (わたし)たちは、御手 (みて)から出 (で)たものをあなたにささげたにすぎません。（10～14）

1.ダビデは契約 (けいやく)の箱 (はこ)をエルサレムに移 (うつ)しました（Ⅱサム6:1～15）

2.ダビデによってイスラエルの領土 (りょうど)は拡張 (かくちょう)しました（Ⅱサム8:1～18）

3.ダビデはヨナタンの息 (むす)子 (こ)メフィボシェテを世話 (せわ)しました（Ⅱサム9:1～13）

4.ダビデが大 (おお)きな失敗 (しっぱい)をしたとき、神様 (かみさま)に罪 (つみ)を告白 (こくはく)して悔 (く)い改 (あらた)めの祈 (いの)りをしました
（Ⅱサム11:1～12:14）

5.ダビデの息 (むす)子 (こ)アブシャロムが反逆 (はんぎゃく)しました（Ⅱサム13:1～18:5）

6.ダビデが再 (ふたた)び、エルサレムに帰 (き)還 (かん)しました（Ⅱサム19:1～39）

7.ダビデはその生涯 (しょうがい)の最 (さい)後 (ご)を、神様 (かみさま)からの契約 (けいやく)どおりに神殿 (しんでん)建築 (けんちく)を準備 (じゅんび)することにささげました
（Ⅰ歴29:10～14）
























[image: ][image: ]聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)の日 (ひ)）のために、
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげみことばを
私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)することまで、すべてが礼拝 (れいはい)です



れいはい



聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
　
神 (かみ)は霊 (れい)ですから、神 (かみ)を礼拝 (れいはい)する者 (もの)は、霊 (れい)とまことによって
礼拝 (れいはい)しなければなりません。（ヨハネ4:24）
礼拝 (れいはい)時間 (じかん)に必要 (ひつよう)なものを準備 (じゅんび)できたかチェックするのに使 (つか)ってください

聖書 (せいしょ)　　　　献金 (けんきん)　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



　　　　　　　タイトル

　　　　　　　聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)















今週 (こんしゅう)握 (にぎ)るみことば　　　　　　　　　　今週 (こんしゅう)の祈 (いの)りの課題 (かだい)
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